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▲サイカチの洞で遊ぶ子ども

市民 夏に向けて練習を続ける親 子 フ ラ メ ン コ 教 室

シ
リ
ー
ズ

「
２
年
前
か
ら
こ
の
教
室
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
足
の
順
番
が
難
し

い
け
ど
、
楽
し
い
か
ら
好
き
で

す
。
う
ま
く
踊
れ
る
よ
う
に
な
れ

も

ね

た
ら
い
い
な
」
と
伊
澤
萌
音
（
北

条
小
２
年
）
さ
ん
。

　
親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室
が
、
北

条
小
学
校
で
、
先
月
９
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
も

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
、
今
回
８

組
16
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟
の

学
生
や
卒
業
生
、
地
元
の
フ
ラ
メ

ン
コ
サ
ー
ク
ル
「
ヒ
ラ
ソ
ル
」
が

セ
ビ
ジ
ャ
ー
ナ
ス
（
ス
ペ
イ
ン
の

セ
ビ
ー
ジ
ャ
と
い
う
町
の
春
祭
り

で
、
町
中
の
人
々
が
踊
る
代
表
的

な
フ
ラ
メ
ン
コ
）
を
足
の
運
び
を

て
い
ね
い

ゆ
っ
く
り
、
丁
寧
に
指
導
し
て
い

ま
し
た
。
今
ま
で
に
何
度
か
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
受
講
生
も
多

く
、
思
い
出
し
な
が
ら
の
ス
テ
ッ

プ
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま
し

た
。

　親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

　
親
子
フ
ラ
メ
ン
コ
教
室

は
、
全
国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
全
国
学

生
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟
を
支
援

す
る
市
民
団
体
「
エ
ス
ペ
ラ

ン
サ
館
山
」
が
、
４
年
前
か

ら
主
催
し
て
い
る
。

　
２
週
間
に
１
度
の
練
習
で

４
回
練
習
し
、
８
月
８
日
の

「
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
」
、

８
月
10
日
の
「
全
国
大
学
フ

ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
セ
ビ
ジ
ャ
ー
ナ
ス
を

披
露
す
る
。

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
館
山
で

は
、
会
員
も
募
集
し
て
い
る
。

　
問
合
せ
／
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ

館
山
（
館
山
商
工
会
議
所

内
）（
殖
22
―
８
３
３
０
）

　
館
山
駅
か
ら
市
図
書
館
へ
向
か
う

道
に
、
大
き
く
は
み
出
す
よ
う
に
太

い
木
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
木
は
道
に
隣
接
す
る
高
山
喜

美
子
さ
ん
（
78
歳
）
の
お
宅
の
サ
イ

カ
チ
と
い
う
木
で
、
も
と
も
と
は
高

山
さ
ん
の
屋
敷
地
内
に
あ
っ
た
も
の

で
す
。

　
戦
前
、
屋
敷
の
周
辺
の
道
を
拡
幅

す
る
た
め
、
高
山
さ
ん
は
庭
を
削
っ

て
道
路
と
し
て
提
供
し
ま
す
が
、
こ

の
サ
イ
カ
チ
の
木
だ
け
は
残
し
て
、

守
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ

の
サ
イ
カ
チ
の
木
が
高
山
家
に
と
っ

て
大
切
な
木
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
サ
イ
カ
チ
は
「
皀
角
子
・
皀
莢
」

な
ど
と
書
き
ま
す
が
、
そ
の
名
前
が

「
再
勝
」
に
通
ず
る
こ
と
や
、
幹
や

枝
に
鋭
い
ト
ゲ
が
あ
る
た
め
、
武
家

で
は
、
門
や
柵
の
周
囲
に
植
え
て
備

え
と
し
ま
し
た
。
後
に
は
悪
霊
か
ら

家
を
守
っ
て
く
れ
る
木
と
信
じ
ら

れ
、
屋
敷
の
鬼
門（
東
北
方
向
）封
じ

と
し
て
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
高
山
さ
ん
の
お
宅
で
も
先

祖
が
鬼
門
除
け
と
し
て
サ
イ
カ
チ
を

植
え
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　
300
年
ほ
ど
前
に
発
生
し
た
元
禄
大

地
震
の
と
き
に
は
、
こ
の
木
に
よ
じ

登
っ
て
津
波
の
難
を
逃
れ
た
と
い
う

話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
サ
イ
カ
チ
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
葉
が
食
用
に

な
り
、
そ
の
実
は
洗
剤
に
な
り
、
ト

ゲ
は
解
毒
剤
に
も
な
る
と
い
う
、
と

て
も
役
に
立
つ
木
で
す
。

　
数
百
年
と
い
う
長
い
時
間
の
流
れ

の
中
で
、
大
嵐
で
太
い
枝
が
折
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
雷
に
打
た
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
大
き
な
洞
が
あ
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
老
木
に
な
っ
て
痛

い
ト
ゲ
の
生
え
る
場
所
も
幹
の
上
部

に
移
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
ど
も
た

ち
に
優
し
い
木
と
な
り
ま
し
た
。
昔

は
こ
の
木
に
カ
ブ
ト
ム
シ
が
沢
山
い

た
と
い
い
ま
す
。
今
で
も
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
が
、
サ
イ
カ
チ
の
木

の
洞
を
覗
き
込
み
、
遊
ん
で
行
き
ま

す
。
　
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な

り
、
や
が
て
こ
こ
を
車
で
通
り
過
ぎ

る
と
き
、
ち
ょ
っ
と
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
、
懐
か
し
い
サ
イ
カ
チ
に
挨
拶

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲折れた枝で作った火鉢



場
、
駐
車
場
な
ど
の
機
能
が
必
要

で
あ
る
と
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
観
光
振
興
に
貢
献
す
る

　
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
△

　
定
期
旅
客
船
の
就
航
／
観
光
客

の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
や
誘
致
圏

を
拡
大
し
て
、
観
光
客
の
増
加
や

地
域
住
民
へ
新
た
な
交
通
手
段
の

提
供
　
湾
内
遊
覧
船
の
就
航
／
館
山
湾

の
魅
力
（
富
士
山
・
夕
日
・
街
並

み
な
ど
）
を
活
か
し
た
新
た
な
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

　
ク
ル
ー
ズ
船
の
就
航
／
広
域
的

な
観
光
客
の
誘
致
や
寄
港
に
併
せ

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
海
辺
の
賑

わ
い
の
創
出

　
多
様
な
船
舶
の
一
時
寄
港
／
貨

物
船
・
帆
船
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
船

へ
の
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

寄
港
に
併
せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

で
海
辺
の
賑
わ
い
の
創
出

　
交
通
・
情
報
・
交
流
拠
点
／
観

光
客
の
移
動
手
段
や
駐
車
場
の
確

保
、
南
房
総
地
域
の
観
光
・
交
通

情
報
や
海
辺
の
憩
い
の
場
を
提
供

　
海
の
体
験
観
光
拠
点
の
整
備
／

館
山
湾
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
・

環
境
・
漁
業
な
ど
に
つ
い
て
学
べ

る
場
の
提
供

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
方

針
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
館
山
桟
橋
付
近
に
、
多

目
的
観
光
桟
橋
と
し
て
、
長
さ
約

400
ｍ
の
道
路
桟
橋
の
先
端
に
、
客

船
や
帆
船
な
ど
が
接
岸
で
き
る
、

水
深
７
・
５
ｍ
、
長
さ
約
240
ｍ
の

桟
橋
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
桟
橋
基
部
に
は
、
交

流
・
情
報
・
交
流
拠
点
と
し
て
、

集
客
・
物
販
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
広

　
館
山
湾
の
魅
力
的
な
資
源
や
海

と
陸
の
接
続
部
に
あ
る
港
湾
の
特

性
を
活
か
し
て
、
来
訪
者
に
多
彩

な
海
の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
や
憩
い
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
南
房
総
地
域
観
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
海
側
の
拠
点

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
理

念
に
し
て
い
ま
す
。
海
の
玄
関
口

の
形
成
や
船
の
魅
力
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
観
光
客
の
増
大
や
地
域

３ だん暖たてやま

▽
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
振
興
に
貢
献
す
る

　
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
△

　
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
寄
港
／

館
山
湾
沖
を
航
行
す
る
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
休
憩
用
施
設
の

提
供
　
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
／
静

穏
で
美
し
い
館
山
湾
の
資
源
を
活

か
し
た
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
、
施

設
面
だ
け
で
な
く
、
海
を
活
用
し

た
体
験
・
学
習
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
ソ
フ
ト
事
業
の
大
切
さ
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
た
高
速
船
に
よ
る
館
山
～
大
島

間
の
臨
時
旅
客
運
航
や
海
の
体
験

イ
ベ
ン
ト

「
た
て
や
ま
海
ま
ち

フ
ェ
ス
タ
」
は
、
市
民
か
ら
の
反

響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も

継
続
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
３
月
に
は
客
船

「
飛
鳥
」
が
、
初
め
て
館
山
港
に

寄
港
し
ま
す
。

　
今
後
も
海
域
の
地
元
関
係
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
館
山
湾
の
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
用
し
た
、

海
辺
と
背
後
地
が
一
体
と
な
っ
た

海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

平成12 年５月、国土交通省から「特定地域振興重要

港湾」に選定された館山港の港湾振興ビジョンがまとま

りました。このビジョンは国・県・市の三者が共同で

策定したもので、 館山港の観光・レクリエーション分

野の機能強化を図りながら、 南房総地域の海の玄関口と

して整備するもので、 地域の活性化を図るためのさまざ

まな指針が示されています。

問合せ／海辺のまちづくり推進室 （殖 22―3606）

多目的観光桟橋イメージ

館山湾を活用した海辺のまちづくり館山湾を活用した海辺のまちづくり

○
地
域
振
興
方
策

２平成14年７月１日

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
館
山
港
港
湾

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
調
査
委
員
会
」
（
委
員
長 

近
藤
健
雄
日
本
大
学
理
工
学

部
教
授
、
委
員
数
24
人
）
で
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
意
見
を
幅
広
く
聞
く
た
め
、
商
工
業
、
農
漁
業
者
の
代
表

者
や
港
湾
を
利
用
し
て
い
る
団
体
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
館
山

港
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
懇
話
会
」
や
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
な
ど
が
開

か
れ
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　特定地域振興重要港湾とは、地域の振

興に重要な役割を果たすことが期待され

る港湾で、特定の分野・機能の強化を図

り、当該港湾と周辺地域の活性化を図る

ため、調査の実施・予算の配分などを通

じて国が積極的に支援する港湾です。

館山港の
  港湾振興ビジョン

客船・帆船・官公庁船・貨物船・艦船等用桟橋

　　  　240ｍ(水深7.5ｍ）

道
路
桟
橋
　
約
4
0
0
ｍ

定期旅客船
湾内遊覧船
プレジャーボート
（ビジター用）
各種講習会用船
体験観光船

（水深3.0m）
（水深3.0m）

（水深2.0m）

　係 留 船 舶
クルーズ船
帆船
貨物船
保安庁船
カツオ船
艦船
定期旅客船
湾内遊覧船
プレジャーボート
（ビジター用）
講習会用船
体験観光船

  必要水深
7.5ｍ
7.5ｍ
4.5～5.5ｍ
4.5～7.0ｍ
4.5～6.5ｍ
必要水深7.5ｍまでの船を対象
3.0ｍ
3.0ｍ

3.0ｍ

3.0ｍ
2.0ｍ

必要延長
 240ｍ
 130ｍ
 180ｍ
 160ｍ
 200ｍ

   40m
   40ｍ

   80ｍ

　  8ｍ
 100ｍ

 　備　　考
客船「飛鳥」、帆
船「日本丸」など
が接岸可能

Ａ
Ａ

交流・情報・交流拠点
（集客・物販施設、イベント広場、駐車場等）

係留施設計画

○
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要

○
計
画
施
設
の
概
要

約
3
0
ｍ

幅約15ｍ

まとまる！



４５ だん暖たてやま 平成14年７月１日

場の民 広せ知お ら 市
　
世
界
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国

が
あ
り
、
文
化
や
生
活
様
式
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
と
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
先
月
８
日
、
９
日

の
一
泊
二
日
で
国
際
キ
ャ
ン
プ

が
、
君
津
市
の
清
和
県
民
の
森
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
24
人
の
小
学
校
５
、
６

年
生
が
参
加
し
て
、
市
の
国
際
交

流
員
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
マ
ラ
イ
ネ
ン

を
中
心
に
、
郡
内
に
住
む
ア
メ
リ

カ
人
ネ
イ
ト
さ
ん
、
イ
ラ
ン
人
ペ

イ
マ
ン
さ
ん
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

リ

の
マ
デ
さ
ん
、
台
湾
出
身
の
李
さ

ん
の
５
人
と
異
文
化
に
ふ
れ
な
が

ら
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
で
は
、

材
料
を
入
れ
た
カ
ン
を
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
バ
ケ
ツ
に
氷
と
い
っ

し
ょ
に
入
れ
、
蹴
り
な
が
ら
か
き

回
し
て
い
ま
し
た
が
、
蹴
り
す
ぎ

て
バ
ケ
ツ
に
穴
が
あ
い
た
り
、
気

温
が
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

し
っ
か
り
固
ま
ら
ず
、
失
敗
す
る

ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　
中
東
風
ピ
タ
サ
ン
ド
、
バ
リ
風

ウ
コ
ン
ス
ー
プ
な
ど
国
際
色
豊
か

な
夕
食
に
は
、
初
め
て
の
味
に
、

大
絶
賛
！
み
ん
な
た
く
さ
ん
食
べ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
国
人

を
中
心
に
４
チ
ー
ム
に
わ
か
れ

て
、
ア
メ
リ
カ
チ
ー
ム
は
イ
ー
ス

タ
ー
エ
ッ
グ
染
め
、
イ
ラ
ン
チ
ー

ム
は
コ
ー
ヒ
ー
占
い
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
チ
ー
ム
は
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
台
湾
チ
ー
ム
は
台
湾
式
茶
道

を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
ま
し
た
。

　
第
24
回
館
山
市
市
民
歩
こ
う
会

が
先
月
２
日
に
行
わ
れ
、
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
コ
ー
ス

せ
ん
だ

は
、
豊
房
地
区
公
民
館
～
千
田
城

こ
う
ぼ
う
や
つ

跡
～
弘
法
谷
や
ぐ
ら
～
小
網
寺
～

か
ぜ
は
や

風
早
不
動
堂
～
白
土
～
出
野
尾
洞

穴
遺
跡
～
豊
房
地
区
公
民
館
ま
で

の
約
８
㎞
で
、
市
学
芸
員
や
安
房

生
物
愛
好
会
員
を
講
師
に
、
文
化

財
の
説
明
や
野
草
観
察
な
ど
も
行

い
な
が
ら
、
初
夏
の
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

「
歩
く
こ
と
は
、
健
康
づ
く
り
の

第
一
歩
。
た
だ
歩
く
だ
け
で
な

く
、
文
化
財
や
自
然
に
足
を
止

め
、
楽
し
く
、
学
習
も
で
き
る
よ

う
に
企
画
し
ま
し
た
」
と
主
催
し

た
教
育
委
員
会
で
は
話
し
て
い
ま

す
。

「
た
て
や
ま
海
ま
ち
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
２
」
を
館
山

港
周
辺
で
、
先
月
２
日
に

開
催
し
ま
し
た
。
初
心
者

や
子
ど
も
で
も
安
心
し
て

乗
れ
る
、
ア
ク
セ
ス
デ
ィ

ン
ギ
ー
の
乗
船
体
験
や
漁

業
調
査
船
「
た
か
丸
」
の

船
内
見
学
な
ど
10
も
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、
親
子

連
れ
の
市
民
な
ど
約
千
200

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
館
山
湾
を
活
用
し
た
海

辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
海
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
今
回
は
じ

め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
１
分
１
秒
を
争
う
海
難
救
助
に

備
え
て
、
時
速
30
ノ
ッ
ト
で
航
行

で
き
る
千
葉
海
上
保
安
部
巡
視
艇

「
ふ
さ
か
ざ
」
へ
の
乗
船
体
験
で

は
、
湾
内
を
約
30
分
の
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
。
お
父
さ
ん
と
乗
船
し
た
石

井
翔
悟
（
北
条
小
２
年
）
君
は
、

「
船
が
す
ご
く
速
か
っ
た
。
そ
れ

に
、
い
っ
ぱ
い
機
械
が
あ
っ
て

び
っ
く
り
し
た
よ
。
船
の
先
か
ら

放
水
銃
で
、
す
ご
い
勢
い
で
水
を

出
し
た
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

文
化
財
や
野
草
を
見
な
が
ら

バ
ケ
ツ
を
蹴
っ
て
、ア
イ
ス
を
作
っ
た
け
ど
…

▲作っているときは楽しかったけど…　

▲巡視艇「ふさかぜ」に乗船する参加者

▲小網寺脇の坂を登る参加者

　
蒸
し
暑
い
日
本
の
夏
を
元
気
に

乗
り
切
ろ
う
と
外
国
人
を
講
師
に

招
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
料
理
づ

く
り
を
通
し
て
、
国
際
交
流
と
異

文
化
体
験
を
し
ま
す
。

　
日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　
時
間
／
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
午
後
１
時
ま
で

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
２
階
栄
養
実
習
室

　
対
象
／
市
民
（
小
学
生
以
下

は
、
保
護
者
同
伴
）
基
本
的
に
４

回
通
じ
て
参
加
で
き
る
人

　
定
員
／
30
人
（
応
募
多
数
の
場

市
図
書
館
は
、
７
月
21
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
の
間
、
午
後
６
時

ま
で
開
館
し
ま
す
。
た
だ
し
月
曜

日
は
休
館
で
す
。

問
合
せ
／
市
図
書
館
（
殖
22
―

０
７
０
１
）

７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
農
地

違
反
転
用
防
止
対
策
強
化
月
間
で

す
。
た
と
え
自
分
の
土
地
で
あ
っ

て
も
、
農
地
を
許
可
な
く
農
地
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
違
法
で

す
。
農
地
を
農
地
以
外
に
使
お
う

と
す
る
場
合
は
、
許
可
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
な
か
に
は
許

可
に
な
ら
な
い
農
地
も
あ
り
ま

す
。問
合
せ
／
農
業
委
員
会
（
殖
22

―
３
５
３
９
）

　
南
総
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

る
、
「
ふ
る
さ
と
ち
ば
文
化
の
集

い
」
の
出
演
団
体
と
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
。

　
公
演
日
／
９
月
16
日（
祝
・
月
）

　
募
集
団
体
／
羨
フ
ラ
メ
ン
コ
２

団
体
（
１
団
体
15
分
）
、
腺
合
唱

団
体
２
団
体
（
１
団
体
10
分
）

　
募
集
ス
タ
ッ
フ
／
ホ
ー
ル
職
員

と
い
っ
し
ょ
に
手
伝
っ
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
羨
ロ
ビ
ー
周
り

の
業
務
、
受
付
、
案
内
な
ど
、
腺

舞
台
業
務
、
音
響
、
照
明
、
舞
台

な
ど
　
締
切
／
団
体
は
、
７
月
18
日

（
木
）
ま
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
７

月
31
日（
水
）ま
で

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
南
総
文
化

ホ
ー
ル
（
殖
22
―
１
８
１
１
）

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ
／
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
の
自
立
と
完
全
参
加

を
求
め
て
。
～
千
葉
発
！
住
み
良

い
地
域
社
会
～

　
日
程
／
10
月
５
日
～
７
日
（
５

日
分
科
会
、
懇
親
会
、
６
日
全
体

会
、
記
念
講
演
、
７
日
観
光
）

　
場
所
／
成
田
国
際
文
化
会
館
・

印
旛
教
育
会
館
他

　
参
加
費
／
５
、
６
日
を
通
し
て

４
千
円
（
宿
泊
、
観
光
は
別
途
）

　
申
込
み
／
７
月
末
日

　
問
合
せ
／
第
９
回
全
国
中
途
失

聴
者
・
難
聴
者
福
祉
大
会
（
千

葉
）
実
行
委
員
会
（
殖
047
―
420
―

１
５
１
３
）

合
は
抽
選
）

　
参
加
費
／
材
料
費
・
保
険
料
　

１
人
１
回
千
円
程
度

　
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館
（
殖
23
―
３
１
１
１
）

（
財
）
土
屋
文
化
振
興
財
団
で

は
、
伝
統
芸
能
や
音
楽
、
演
劇
な

ど
の
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
個

人
や
団
体
を
対
象
に
助
成
金
を
支

給
し
、
活
動
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
　
助
成
対
象
／
個
人
の
場
合
は
、

県
内
に
在
住
す
る
人
で
、
研
究
・

活
動
の
場
が
県
内
で
あ
る
こ
と
。

団
体
の
場
合
は
、
責
任
者
、
団
体

構
成
員
の
半
数
以
上
が
県
内
に
在

住
し
、
活
動
の
場
が
県
内
で
あ
り
、

３
年
以
上
の
活
動
を
し
て
い
る
こ

と
。
個
人
、
団
体
と
も
に
事
業
の

会
計
、
経
理
が
明
確
で
あ
る
こ

と
。
普
及
活
動
の
支
援
の
中
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
美
術
展
、
音
楽

会
な
ど
の
後
援
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
助
成
分
野
／
基
礎
医
学
、
伝
統

芸
能
・
伝
統
技
芸
、
音
楽
演
劇
、

絵
画
、
工
芸
、
彫
刻
、
ス
ポ
ー
ツ

　
助
成
金
／
１
件
当
た
り
100
万
円

の
範
囲
内

　
応
募
方
法
／
８
月
１
日
（
木
）

ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書
に
記
入

し
て
、
財
団
事
務
局
ま
で

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
271
―
０

０
９
２
　
松
戸
市
松
戸
１
２
８
１

ユ
ニ
テ
ィ
ビ
ル
（
財
）
土
屋
文
化

振
興
財
団（
殖
047
―
364
―
３
６
８

９
）

集募

自
分
の
土
地
で
も

　
　
　  

許
可
が
必
要

夏
休
み
の
図
書
館
は

　
　  

夕
方
６
時
ま
で

全
国
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
福
祉
大
会

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
！
夏
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
教
室

ふ
る
さ
と
ち
ば
文
化
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
出
演
団
体
と
ス
タ
ッ
フ

　　日　程

７月27日（土）

８月 ７日（水）

８月20日（火）

８月26日（月）

　　内　容

メキシコ料理

インドネシア料理

チュニジア料理

イラン料理

　　講　師

アルマンド・

　サントスコイ氏

マデ・ズブラタ氏

飯島・

　マルティーヌ氏

ペイマン氏

※都合により日時・内容などを変更する場合もあります。

▼夏のエスニック料理教室

文
化
活
動
に
助
成
金
土
屋
文
化
振
興
財
団

豊
房
を
歩
く

「
巡
視
艇
、速
い
ぞ
！
」　
海
ま
ち
フ
ェ
ス
タ
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集募

　
波
左
間
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

マ
ン
ボ
ウ
と
マ
ン
タ
を
船
上
か
ら

見
学
す
る
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
こ
の
見
学
会
は
、
子
ど
も
た

ち
に
、
海
の
生
き
物
へ
の
親
し
み

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
同
漁
業
協
同
組
合

が
企
画
し
ま
し
た
。

　
日
時
／
７
月
24
日
、
７
月
31

日
、
８
月
７
日
い
ず
れ
も
水
曜
日

午
前
８
時
20
分
か
ら
約
30

分
。
こ
の
中
か
ら
希
望
日

を
選
べ
ま
す
。

　
集
合
場
所
／
波
左
間
漁

業
協
同
組
合
事
務
所

　
参
加
費
／
大
人
500
円
、

小
中
学
生
無
料
（
小
学
校

３
年
生
以
上
対
象
）

　
定
員
／
20
人
（
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
波

左
間
漁
業
協
同
組
合
（
殖

29
―
０
０
０
７
）

　糖尿病を理解し、食事や運動など、日常生活の過ごし方
について学びます。

　対象／総合検診や健康診断などの結果、血糖値が高めの

人や、糖尿病で食事療法や運動療法が必要な人

　日程・内容／表のとおり

　場所／コミュニティセンター（保健センター）

　締切／７月15日（月）

　問合せ・申込み／健康管理課（殖23―３１１３）

　　日　時

 ８月 ６日（火）

13:00～15:30

 ８月30日（金）

  9:30～12:00

 ９月30日（月）

13:30～15:30

10月29日（火）

  9:30～14:30

　　　　　　内　　　容

内科医師による講演「糖尿病について」

　講師：九重鈴木医院 鈴木由美子医師

グループワーク

栄養士による講義「糖尿病をコントロール

するための食生活」、調理実習

栄養士による講義「栄養知識の確認」

体操指導士による「日常できる運動の実践」

糖尿病の食事管理について

グループワーク

　腰越区、農家組合、老人会、生産組合などが協力し

て『腰越の里』まつりを開催します。
みらい

　腰越の特産品の「味来」「夢のコーン」（トウモロコ

シ）と「ぼっちゃん」（カボチャ）の直売やバザー、野菜

の摘取り体験、朝取りの新鮮野菜も多数出店します。

　日時／７月20日（祝・土）9:00～（完売次第終了）

　場所／腰越生産組合出荷場周辺

　問合せ／『腰越の里』まつり実行委員会

　　　　　山口安雄（殖36―2541）

「腰越の里」まつり

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
称
／

余
白
に
記
入
、
裏
面
に
命

名
理
由
と
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入

　
締
切
／
８
月

18
日

（
日
）
必
着
、
郵
送
ま
た

は
持
参
（
土
・
日
除
く
）

　
表
彰
／
最
優
秀
賞
１

点
、
入
選
２
点
、
（
入
賞

者
商
品
券
贈
呈
）

　
問
合
せ
・
提
出
先
／
下

水
道
課
（
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
）
（
殖
22

―
３
６
６
１
）
〒
294
―
０

０
５
４
　
館
山
市
湊
465
―

１

　
公
共
下
水
道
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
使

用
す
る
た
め
、
身
近
な
親
し
み
の

あ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
館
山
市
の
自
然
を
大
切
に
し
、

生
活
環
境
の
向
上
が
図
れ
る
、
親

し
み
の
あ
る
作
品
を
テ
ー
マ
と
し

ま
す
。

　
応
募
資
格
／
館
山
市
民

　
応
募
規
格
／
Ａ
４
版
白
色
用
紙

色
彩
自
由

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

（
社
）館
山
青
年
会
議
所
で
は
、

「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ｉ
ｎ

南
房
総
」
と
し
て
、
海
岸
清
掃
を

中
心
に
館
山
黒
潮
太
鼓
の
演
舞
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
こ

と
に
な
り
、
市
民
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
７
月
20
日
（
祝
・
土
）

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
受
付
は
午

後
２
時
か
ら
）

　
場
所
／
北
条
海
岸
　
北
条
無
料

休
憩
所

　
問
合
せ
／（
社
）館
山
青
年
会
議

所
事
務
局
（
殖
20
―
５
２
５
０
）

糖尿病教室開きます
正しく学ぶ糖尿病！

８月から

７ だん暖たてやま

の
。
腺
応
募
作
品
は
１
人
５
点
ま

で
。
舛
１
作
品
ご
と
の
裏
面
に
、

題
名
、
撮
影
年
月
日
、
撮
影
場
所
、

撮
影
デ
ー
タ
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
た
応
募
票（
自
作
可
）を
添

付
。
船
応
募
作
品
は
原
則
返
却
し

ま
せ
ん
が
、
選
外
作
品
は
希
望
に

よ
り
返
却
し
ま
す
。
（
送
料
は
自

己
負
担
）
薦
入
賞
者
は
指
定
し
た

　
千
葉
県
と
（
社
）
千
葉
県
観
光
協

会
で
は
、
千
葉
県
の
観
光
イ
メ
ー

ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

　
テ
ー
マ
／
県
内
の
四
季
折
々
の

美
し
い
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
、
祭
な

ど
を
被
写
体
と
し
た
も
の
で
、
観

光
宣
伝
に
効
果
が
あ
る
も
の
（
入

賞
作
品
は
、
各
種
観
光
Ｐ
Ｒ
に
使

用
し
ま
す
）

　
応
募
規
定
／
羨
１
年
以
内
に
撮

影
し
た
自
作
品
で
、
未
発
表
の
も

期
日
ま
で
に
作
品
の
原
版
を
提

出
。
原
版
が
な
い
場
合
は
、
入
賞

を
取
り
消
し
ま
す
。
詮
採
用
作
品

の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。
　
賞
／
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
、
特
別
賞
27
点
、
入
選
５

点
、
発
表
は
10
月
下
旬
予
定

　
締
切
／
９
月
10
日
（
火
）

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
260
―
０

０
１
５
　
千
葉
市
中
央
区
富
士
見

１
―
12
―
７ 

（
社
）千
葉
県
観
光
協

会
「
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

（
殖
043
―
225
―
９
１
７
０
）

お
も
し
ろ
半
島
「
ち
ば
」
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
２

～
房
総
の
旅
の
魅
力
～

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
と
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
い

選
挙
の
推
進
に
役
立
つ
ポ
ス
タ
ー

と
標
語
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　　
内
容
／
明
る
い
選
挙
の
推
進
を

表
す
も
の

　
資
格
／
自
由
（
た
だ
し
、
１
人

１
点
自
作
の
も
の
）

　
画
材
／
描
画
材
料
は
自
由

　
サ
イ
ズ
／
45
×
30
㎝
の
も
の
か

ら
55
×
40
㎝
の
も
の
ま
で

　
応
募
上
の
注
意
／
作
品
の
裏
側

 

ポ 

ス 

タ 

ー

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

右
下
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
を
記
入
。
応
募
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の

版
権
は
、
主
催
者
側
に
属
し
、
作

品
は
自
由
に
使
用
し
ま
す
。

　
内
容
／
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進

を
表
す
も
の
。
棄
権
防
止
の
呼
び

か
け
を
表
す
も
の

　
資
格
／
小
学
校
児
童
、
中
学

校
・
高
等
学
校
の
生
徒
、
一
般

（
た
だ
し
、
１
人
２
点
以
内
自
作

の
も
の
）

　
字
数
／
20
字
以
内

　
応
募
上
の
注
意
／
羨
応
募
に
際

し
て
は
、
適
当
な
大
き
さ
の
短
冊

を
使
用
し
、１
枚
に
つ
き
１
点
を
記

入
。
腺
作
品
の
左
横
に
、
児
童
・

生
徒
は
、
市
町
村
名
、
学
校
名
、

学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

を
、
一
般
は
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
を
記
入
。

　
審
査
／
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
・
県
選
挙
管
理
委
員
会
・
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
で
審
査
し
、

優
秀
作
品
を
選
出
し
ま
す
。

　
締
切
／
９
月
６
日
（
金
）

　
問
合
せ
・
提
出
先
／
市
選
挙
管

理
委
員
会
（
殖
22
―
３
５
２
３
）

 

標
　
　
語

▲昨年の花火とフラメンコ

わ
が
家
の
犬
・
猫
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
応
募
資
格
／
県
内
在
住
で
あ
れ

ば
、
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
い

ま
せ
ん
。

　
応
募
期
間
／
８
月
１
日
（
木
）

～
８
月
31
日
（
土
）
【
必
着
】

　
賞
／
理
事
長
賞
15
点

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
260
―
０

８
５
４
　
千
葉
市
中
央
区
長
洲
２

―
22
―
６
　
財
団
法
人
　
千
葉
県

動
物
保
護
管
理
協
会
（
殖
043
―
221

―
２
３
６
４
）

　
応
募
作
品
／
飼
育
し
て
い
る

犬
・
猫
の
写
真
３
枚
ま
で
と
し
、

し
つ
け
な
ど
飼
育
に
つ
い
て
の
コ

メ
ン
ト
を
原
稿
用
紙
（
400
字
詰
）

１
枚
以
内
に
ま
と
め
提
出
。
写
真

は
サ
ー
ビ
ス
判
で
、
す
べ
て
の
写

真
の
裏
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
版
権
は
協
会
に
帰
属
し
、
適

正
飼
育
を
呼
び
か
け
る
機
関
紙
な

ど
に
掲
載
し
ま
す
。


